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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則
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主催 社会福祉法人 全国重症心身障害児(者)を守る会

この事業は「競輪公益資金」の補助を

受けて開催しました。

大阪府集団指導療育キャンプ

コガノイベイホテル前にて

耳
原
総
合
病
院
小
児
科

藤
井
建
一
氏
を
お
招
き
し
、

指
導
い
た
だ
い
た
。

介
護
人
さ
ん
を
利
用

者
の
皆
さ
ん
が
育
て

て
ゆ
く
も
の
だ
と
痛

感
し
ま
し
た
。

私
自
身
、
体
力
的
に
な
か
な
か

外
へ
連
れ
出
す
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
今
一

度
色
々
な
手
段
を
使
っ
て
、
わ

が
子
の
楽
し
み
を
増
や
し
て
や

ら
ね
ば
と
、
反
省
し
ま
し
た
。

（
人
と
場
を
広
げ
た
い
で
す
）

小
児
科
の
先
生
及
び
看

護
師
さ
ん
の
参
加
で
安

心
で
し
た
。

他
の
人
の
介
護
や

接
し
方
な
ど
勉
強

に
な
る
事
が
多
く

良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

支
援
を
受
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
を
し

て
、
ス
テ
キ
な
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
の

が
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

い
ろ
ん
な
人
と
し
ゃ

べ
る
事
が
で
き
な
く

て
残
念
で
し
た
。

夜
の
お
ト
イ
レ

が
心
配
な
方
が

安
心
し
て
水
分

摂
取
で
き
た
よ

う
で
良
か
っ
た

で
す
。

関係各位様、有難うございました。

皆
様
と
あ
ま
り
お
互
い
に
お
会
い
す
る

機
会
が
少
な
い
の
で
楽
し
く
過
ご
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

子
供
と
旅
行
す
る
機
会

も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
い

い
記
念
に
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
文
章
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
当
方
が
打
ち

直
し
た
も
の
で
す
。

去
る
十
月
二
十
四
・
二
十
五
日
、
和
歌
山
県
白
浜
に
て
在
宅
の
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
と
保

護
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
及
び
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
、
地
域
で
生
き
る
力
と
将
来
へ
の
希
望
を
獲
得
す

る
た
め
、
日
常
生
活
で
必
要
な
指
導
訓
練
を
中
心
と
し
た
集
団
療
育
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
と
い
う
趣

旨
で
標
記
の
補
助
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
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重症心身障害児者の施策の方向性 と 国家公務員倫理法違反疑惑
の新聞報道等について質問書を提出しました

大阪府重症心身障害児・者を支える会並びに重症心身障害児者の福祉について、大阪府からは、

日頃より多大な支援をいただいており、また、当会との懇談においては、大阪府の施策などについ

て真摯にご説明頂いております。

この度、大阪府所管の重症心身障害児施設（枚方療育園）を運営する法人の前理事長が、国家公

務員である厚生労働省の前九州厚生局長に対して、高級車や現金などを提供したとされる報道があ

り、去る９月２１日、太田房江大阪府知事に、標記「質問書」を提出しました。

社会福祉事業（とりわけ重症心身障害児施設）が、高い収益性があり、その関係者（とくに理事

長など）が相当の高収入であるかのような形で多くのメディアで報道されました。

支える会は、重症児者の家族を中心とした当事者の会として活動していますが、その中の取り組

みにおいて、多くの市民の方々に、重症児者とその家族の抱えている困難さを理解していただくた

めに、様々な場面においてその窮状ともいうべき状況を訴えております。

今日、関係者をはじめ、多くの方々のご尽力により重症児者に対する施策が進んできたとはいえ、

医療的ケアが必要な方を含め、まだまだ多くの困難な問題を抱えています。その中での今回のマス

コミなどの報道に接し、今までに大阪府に対して重症心身障害児施設の取り組みの充実に向けた要

望などをしてきた経過を踏まえ、大阪府における重症児者施策についての方針、方向性をあらため

てお聞きしたいと思いました。

今回の報道などに対する府の見解を聞かせいただきたいとのことで、以下について質問しました。

１，マスコミなどの報道によるならば、今回のことは、国家公務員倫理観に抵触すると思い

ますが、府の見解はいかがですか。

２，社会福祉事業（重症児施設等）の運営により相当の収益が得られるようなイメージで市

民から受け取られ、それは特に全国でも最大の定員数（４００床）を抱え、その効率重

視の産物ではないかという疑念について、府の見解をお示し下さい。

３，重症心身障害児施設は、最も困難な状況にある重症児者にとっての拠り処であり、その

果たす役割は大変重要なものであると考えます。しかし、特定の施設が、大阪府下に

おいて重症児施設の３分の２の定員を有し、大阪府障害者計画においても、重症児施設

の計画における数値目標を満たしているといわれておりますが、そのことで他の地域へ

の福祉サービスの展開が難しい状況にあると思われます。府の見解をお示し下さい。

４，今後の重症児者への福祉施策についての方針、方向性について、お示し下さい。

以 上

「広汎性発達障害を伴う重症児者の権利擁護を考える研修会」

― 独立行政法人福祉医療機構「長寿・子育て・障害者基金」助成事業 ―

日 時 平成２０年１月２６日（土） １３：００～ 受付

１３：３０～１６：３０ 講演

場 所 エル・おおさか 大会議室（６階）

講 師 岡田 喜篤氏（川崎医療福祉大学 学長）

テーマ 「障害者自立支援法と最重度障害児者の課題と展望」

主 催 大阪府重症心身障害児・者を支える会

参加費 １，０００円
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講

師

飯

田

雅

子
氏

社
会
福
祉
法
人

悠
々
倶
楽
部

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
・
悠
ト
ピ
ア

園
長

（
元
弘
済
学
園

園
長
）

テ
ー
マ

「
各
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
…
」

去
る
十
月
八
日
（
月
・
祝
）
、
ア
ピ
オ
大
阪
に
於
い
て
、

標
記
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
回
は
、
基
調
講
演
で
、
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
が
あ
っ

て
知
的
障
害
も
重
度
あ
る
い
は
最
重
度
の
方
に
つ
い
て
、
特

性
を
理
解
し
対
応
す
る
こ
と
の
必
要
性
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
成
立
し
な
い
環
境
が
如
何
に
酷
な
こ
と
か
を
含
め
、

具
体
的
な
対
応
の
仕
方
も
研
修
し
ま
し
た
。
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ

ム
で
は
、
多
く
の
障
害
や
疾
患
を
合
併
し
手
厚
い
支
援
の
ニ
ー

ズ
を
持
ち
、
現
行
の
福
祉
制
度
の
谷
間
に
置
か
れ
や
す
い
立

場
に
あ
る
人
た
ち
の
現
状
や
支
援
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
自
立
度
の
弱
い
、
障
害
の
重
い
方
々
に
と
っ
て

の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
、
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め
、
ま

わ
り
の
者
が
留
意
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
、
多
く
の
こ
と
を

示
唆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
主
体
は
『
ご
本
人
で

あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
、
根
本
的
な
間
違
い

を
犯
さ
な
い
よ
う
に
考
え
て
組
み
立
て
る
」
「
各
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
が
、
き
ち
ん
と
リ
ン
ク
さ
れ
て
の
保
障
体
制
に
な
っ

て
い
く
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
る
」
と
い
う
こ
と
な
ど
、
大
切
な

こ
と
を
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
「
目
の
前
の
こ
と
に
囚
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、

近
視
眼
的
に
な
ら
な
い
で
一
人
一
人
を
大
切
に
」
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
、
障
害
が
重
複
し
て
い
る
方
々
の
受
け
止
め
・

障
害
理
解
を
し
っ
か
り
と
し
て
、
そ
の
う
え
で
の
各
ラ
イ
フ

ス
テ
ー
ジ
（
乳
児
期
、
幼
児
期
、
学
童
期
、
思
春
期
、
青
・

壮
年
期
、
老
年
期
）
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
そ
の
テ
ー

マ
を
ク
リ
ア
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン

ト
を
分
か
り
や
す
く
、
穏
や
か
な
口
調
で
お
話
し
下
さ
い
ま

し
た
。

特
に
、
人
生
の
基
盤
と
な
る
学
齢
期
の
過
ご
し
方
の
大
切

さ
に
つ
い
て
は
、
教
育
関
係
の
方
々
か
ら
現
場
の
状
況
を
踏

ま
え
、
ご
感
想
や
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
又
、
施
設

職
員
か
ら
は
、
こ
の
事
業
の
テ
ー
マ
で
あ
る
権
利
擁
護
の
視

点
か
ら
、
「
『
ご
本
人
が
』
と
い
う
の
で
は
な
く
、
『
関
わ

る
自
分
や
職
員
が
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
』
と
い
う
こ
と
で
の

支
援
に
な
り
が
ち
で
あ
る
」
こ
と
の
反
省
と
と
も
に
、
「
望

ま
し
い
支
援
者
の
あ
り
方
を
含
め
多
く
の
課
題
を
示
し
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
い
う
声
が
届
い

て
お
り
ま
す
。

最
後
に
、
現
行
の
福
祉
制
度
・
障
害
者
自
立
支
援
法
の
も

と
で
の
多
く
の
課
題
（
特
に
、
実
際
の
需
要
と
供
給
の
ア
ン

バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
と
て
も
選
べ
る
状
況
に
は
な
い
こ
と
な
ど
）

が
あ
る
中
で
、
障
害
の
重
い
方
の
快
適
な
暮
ら
し
は
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
異
な
っ
て

き
、
そ
の
鍵
は
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
人
に
握
ら
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
心
に
刻
ん
で
、
み
ん
な
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
動
い

て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
助
成
事
業
で
は
、
障
害
理
解
を
深
め
、
人
権
意
識

の
明
確
化
を
す
す
め
て
い
く
中
で
、
行
政
に
対
す
る
啓
発
・

要
望
・
運
動
の
あ
り
方
を
考
え
、
社
会
的
資
源
（
受
け
皿
）

の
整
備
や
対
応
に
つ
い
て
、
政
策
へ
の
提
言
に
結
び
つ
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
学
校
・
施
設
や
関

係
諸
機
関
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
し
て
、
実
態
調
査
を
行

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
事
業
の
ま
と
め
と
し
て
、

川
崎
医
療
福
祉
大
学
学
長
で
あ
り
、
法
人
「
守
る
会
」
の
常

務
理
事
で
も
あ
る
岡
田
喜
篤
氏
に
、
「
障
害
者
自
立
支
援
法

と
最
重
度
障
害
児
者
の
課
題
と
展
望
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

―３―

〜
広
汎
性
発
達
障
害
を
伴
う
重
症
児
者
の
権
利
擁
護
を
考
え
る
研
修
会
〜

開
催

（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
「
長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
」
助
成
事
業
）

飯田 雅子氏
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御支援のお願い

住み慣れた地域で暮らしたい！

そうした想いを実現するために、小さなグループの単位で生

活出来る生活ホーム（ケアホーム）の設置に取り組んでいます。

何卒、重度障害者の生活ホームの建設に御理解を賜り御支援、

御協力を賜りますようお願い申し上げます。

大阪市阿倍野区阪南町2－23－11みどり教室内 重度障害者の生活ホームをつくる会

TEL 06－6622－3759 FAX 06－6622－3769 E-mail：midori＠sasaeru.or.jp

建設資金に御協力をお願いします。

生活ホーム建設協力金： 1口 ５，０００円（何口でもかまいません）

＊資金作りのためのバザー等を行っておりますので、ご家庭で御不要に

なった日用品等の物品も募集しております。宜しくお願い申し上げます。

＊郵便振替 ００９２０－５－１２２０４６

重度障害者の生活ホームをつくる会

＊銀行口座 三井住友銀行 西田辺支店（普通）口座番号６８９９８３１

重度障害者の生活ホームをつくる会 会長 薗田隆二

運営予定法人：社会福祉法人 大阪重症心身障害児者を支える会

既に納入がお済みの方にはあしからず

お許しを賜りますようお願い申し上げます。

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

障害児者サポートのための研修会

「 薬の理解 」

◇ 講 師： 道明 雅代 氏 （大阪府薬剤師会・薬剤師）

◇ 日 時： 平成１９年９月２７日（木）

◇ 場 所： 早川福祉会館

障害がある方々の多くは、何らかのかたちで薬との接点が多く、サポートする

側の人々にとっても服薬上の注意や、薬を扱う上でのちょとした注意点について

も、知っているようでも知らないことが多くあります。そうした部分を埋めてい

く努力をしたいと考え、内服薬、外用薬の理解や使用上の注意点などを含めた薬

の理解についてお話をして頂きました。

報 告：
開催終了しました
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「重症心身障害児者介護人養成講座」(中級１１月)
― 重症心身障害児・者の地域生活を支えるための人材育成事業 ―

財団法人 高津成和会助成金事業

受講資格： 重症心身障害児者介護人養成講座（基礎コース）を修了された方

平成１９年１１月２４日（土） 早川福祉会館

１０：３０～１６：３０
岸本 眞氏（河崎医療技術専門学校

理学療法士 研究グループ）

２５日（日） クレオ大阪南

１０：３０～１６：３０
岸本 眞氏（河崎医療技術専門学校

理学療法士 研究グループ）

１２月 １日（土） 早川福祉会館

１０：３０～１２：３０ 吉田くすほみ氏（言語聴覚士）

１３：３０～１５：３０ 藤井建一氏（耳原総合病院小児科医師）

〒５４５－００２１ 大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８
育徳コミュニティーセンター内

ＴＥＬ：０６－６６２４－２５６５ ＦＡＸ：０６－６６２４－２５６１

重症児者を支える会居宅介護事業所
事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

〒５９８－０００２ 大阪府泉佐野市中庄１５２２－１
ＴＥＬ：０７２４－６３－２２９７ ＦＡＸ：０７２４－６３－２４５４

事業内容：身体介護 家事援助 移動支援 重度訪問介護
受付時間：９時～１８時

支える会泉佐野居宅介護事業所

熱意のある方、車の運転ができる方、土日を中心に活動

できる方、歓迎します！

※登録については履歴書と資格証明書が必要です。

―５―

アンケート調査に御協力、ありがとうございました。

この度、社団法人生活福祉研究機構において、平成１９年度厚労省障害保健福祉総合研究事業と

して「医療的ケアを必要とする障害者と家族への支援策に関する調査研究」が、東京・横浜・大阪

地区で行われました。

医療的ケアを必要とする重症心身障害者は、学校を卒業すると受け入れる施設がほとんど無く、

せっかく学校生活で培われた生活リズムを無くしてしまうことになります。又、親の身体的、精神

的な負担は大きく生活は危機的なものとなっており、在宅生活を支える支援策が強く求められてい

ます。

当会ではこの研究趣旨に賛同しアンケート調査に協力致しました。アンケート回答に御協力下さ

いました皆様、有難うございました。
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国
立
施
設
部
会
・
重
症
児
施
設
部
会
・
在
宅
部
会
・
母

親
部
会
の
４
部
会
に
分
か
れ
て
議
論
し
、
意
見
を
集
約
し

て
、
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会
の
活
動
の

方
向
性
を
決
定
す
る
全
国
専
門
部
会
長
会
議
に
提
案
さ
れ

ま
し
た
。

現
在
、
大
阪
府
下
（
大
阪
市
を
含
み
）
に
は
、
重
症
心

身
障
害
児
施
設
が
５
ヵ
所
あ
り
ま
す
が
、
独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
の
重
症
心
身
障
害
児
病
棟
（
指
定
医
療
機

関
）
は
無
く
、
他
府
県
（
か
な
り
遠
方
も
含
め
）
の
病
院

の
重
症
児
病
棟
に
入
院
し
、
そ
の
支
部
の
国
立
施
設
部
会

に
所
属
し
活
動
し
て
い
る
方
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
今
回
、

国
立
施
設
部
会
で
は
、
「
療
育
内
容
に
つ
い
て
の
諸
問
題
」

「
職
員
に
つ
い
て
」
「
個
別
支
援
計
画
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
」
な
ど
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
各
部
会
で

動
く
重
症
児
の
問
題
に
つ
い
て
も
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
一
部
を
御
報
告
し
ま
す
。

◎
在
宅
部
会

１
．
在
宅
生
活
実
態
調
査
か
ら

・
医
療
的
ケ
ア
が
あ
る
と
、
学
校
卒
業
後
の
日
中
活

動
の
場
が
無
い
。

・
受
け
て
く
れ
る
居
宅
介
護
事
業
所
が
無
い
。

・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が
で
き
る
所
が
無
い
。

・
地
域
に
重
症
児
者
を
看
て
く
れ
る
医
療
機
関
が

無
い
。

・
18
歳
に
な
り
、
小
児
科
で
看
て
も
ら
え
な
い
。

な
ど
の
声
が
あ
り
、
特
に
、
医
療
ケ
ア
が
必
要
な

人
へ
の
支
援
が
無
い
事
で
、
大
き
な
介
護
負
担
が
生

じ
て
い
る
こ
と
が
見
え
る
。

医
療
ケ
ア
の
対
応
に
は
、
地
域
間
格
差
が
あ
り
、

安
心
し
て
在
宅
生
活
を
続
け
る
た
め
に
は
、
重
症
児

施
設
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
と
重
症
児
通
園
Ａ
・
Ｂ
型

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

２
．
重
症
児
通
園
Ａ
・
Ｂ
型
と
生
活
介
護
事
業
に
つ
い
て

重
症
児
通
園
Ａ
・
Ｂ
型
と
生
活
介
護
は
、
単
に

事
業
費
で
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
重
症
心
身
障

害
児
・
者
に
対
す
る
医
療
の
必
要
性
、
専
門
性
に

特
化
し
た
も
の
と
し
て
、
維
持
発
展
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

３
．
自
立
支
援
協
議
会
に
つ
い
て

協
議
会
が
実
効
的
に
働
く
に
は
、
つ
な
い
で
い

く
た
め
の
社
会
的
資
源
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
談
事
業
が
形
骸
化
し
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、

地
域
生
活
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
た
め
に
ビ
ジ
ョ

ン
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。

４
．
そ
の
他

会
員
の
在
宅
者
比
率
が
低
い
の
で
、
ニ
ー
ズ
を

〜
全
国
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）
を
守
る
会

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク

専
門
部
会
議
（
平
成
十
九
年
九
月
一
日
開
催
）
〜

― インフォーメーション ―

児童福祉法見直しに当たって「全国重症心身障害児（者）を守る会」における

懸念・要望についての動き

障害者自立支援法は、児童と１８歳以上のサービスについて、サービスごとに峻別しています。

１８歳以上の「療養介護事業」の適用は、平成２４年４月完全実施となり、児童福祉法の適用は、

１８歳未満の児童に限定されることになります。現在、重症心身障害児施設は、児・者一貫体制

で、かなり多数の１８歳以上の方が医療と福祉両面でのサポートを受けています。

重症心身障害児施設で、療養介護に移行したのは、国立病院機構で一ヵ所、民間で一ヵ所のみ

です。児・者一貫体制の限界期日は平成２４年３月ということになり、現在、「全国重症心身障

害児（者）を守る会」では、児童福祉法の見直しに当たっての懸念や要望を、厚生労働省に述べ

ています（内容……Ⅰ．障害者自立支援法と同じ体系に移行するとした場合の懸念・問題点 Ⅱ．

児童福祉法見直しに当たって配慮していただきたいこと Ⅲ．診療報酬体系の見直しによる影響）。

詳しい資料は、支える会事務局にあります。
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汲
み
上
げ
、
要
望
活
動
へ
呼
び
か
け
て
、
会
員
に

な
っ
て
も
ら
う
働
き
か
け
を
す
る
。

特
記
事
項
と
し
て
、
入
所
施
設
親
の
会
会
長
が
、

在
宅
活
動
に
協
力
し
て
い
き
た
い
と
在
宅
部
会
に

参
加
さ
れ
た
。

◎
重
症
児
施
設
部
会
報
告

１
．
自
立
支
援
法
の
実
施
に
よ
り
施
設
は
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
か
。

・
現
場
は
、
自
立
支
援
法
の
実
施
前
と
大
き
く
変
わ

っ
て
い
な
い
と
い
う
施
設
が
多
か
っ
た
。

・
処
遇
面
で
の
変
化
は
な
い
が
、
給
付
費
が
日
割
計

算
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
で
、
一
部
の
施
設

で
「
外
泊
の
制
限
が
出
て
き
て
い
る
」
と
い
う
報

告
が
あ
っ
た
。
「
夏
季
・
正
月
の
外
泊
は
、
一
人

当
た
り
○
日
間
は
減
額
の
対
象
に
な
ら
な
い
よ
う

な
仕
組
み
が
必
要
」
と
い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

・
施
設
利
用
の
契
約
者
は
、
殆
ど
が
成
年
後
見
人
と

な
り
、
今
ま
で
の
よ
う
な
負
担
金
の
未
納
者
が
殆

ど
な
く
な
っ
た
。

・
利
用
者
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
も
大
き
な
変
化
は

な
か
っ
た
が
、
他
の
病
院
に
入
院
し
た
場
合
、
県

に
よ
っ
て
は
医
療
費
負
担
（
３
割
）
が
多
額
に
な

る
場
合
が
あ
り
大
変
で
あ
る
（
後
で
高
額
医
療
費

の
還
付
は
受
け
ら
れ
る
が
、
一
時
の
立
て
替
え
が

多
額
）
。

・
入
所
園
生
個
々
の
自
立
支
援
法
に
お
け
る
個
別
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
施
設
に
よ
り
質
の
バ
ラ
ツ

キ
が
多
い
。

・
近
畿
管
内
の
施
設
で
は
自
立
支
援
法
に
よ
る
療
養

介
護
（
医
療
型
）
に
移
行
し
た
施
設
は
未
だ
無
く

（
診
療
報
酬
収
入
が
減
少
す
る
新
制
度
に
、
急
い

で
移
行
す
る
必
要
は
な
い
の
で
）
、
従
来
の
児
童

福
祉
法
の
重
症
心
身
障
害
児
施
設
の
運
営
を
そ
の

ま
ま
継
続
さ
れ
て
い
る
。

・
自
立
支
援
法
に
よ
る
療
養
介
護
（
医
療
型
）
の
施

設
基
準
（
看
護
師
の
配
置
基
準
が
10
対
１
必
要
、

給
付
費
が
現
状
よ
り
大
幅
減
少
の
見
込
み
等
）
が

現
在
よ
り
厳
し
く
、
多
く
の
施
設
が
療
養
介
護

（
医
療
型
）
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。

診
療
報
酬
等
で
、
未
だ
は
っ
き
り
し
な
い
部
分
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
長
年
に
亘
る
児
者
一
貫
の
制
度

が
廃
止
に
な
る
可
能
性
が
出
て
き
た
が
、
そ
う
な

る
と
行
き
場
の
な
い
園
生
が
出
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
い
う
心
配
の
声
が
多
か
っ
た
。

２
．
看
護
師
不
足
に
よ
る
今
後
の
施
設
体
系
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

・
ど
の
施
設
で
も
共
通
の
問
題
事
項
で
あ
り
、
影
響

は
大
き
い
。
今
の
障
害
者
施
設
等
入
院
基
本
料
の

配
置
基
準
を
維
持
で
き
ず
、
他
の
病
棟
類
型
に
移

行
せ
ざ
る
を
え
な
い
施
設
が
出
て
き
て
い
る
。

・
病
棟
類
型
の
変
更
に
よ
り
看
護
師
が
減
り
、
か
つ

看
護
の
質
が
低
下
し
、
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
重

症
心
身
児
者
の
短
期
入
所
が
休
止
、
縮
小
に
向
か

っ
て
い
る
施
設
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

・
重
症
児
の
状
態
像
に
応
じ
た
看
護
師
配
置
の
必
要

性
か
ら
、
今
ま
で
通
り
一
つ
の
施
設
が
複
数
の
病

棟
類
型
を
選
択
で
き
な
か
っ
た
ら
運
営
が
成
り
立

た
な
い
。

・
看
護
師
不
足
の
要
因
は
、
医
療
制
度
改
革
・
診
療

報
酬
と
の
関
連
で
生
じ
た
も
の
で
、
保
護
者
会
で

も
こ
の
点
の
理
解
が
大
切
で
あ
る
。

・
家
族
の
会
・
保
護
者
会
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
時

代
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
が
大
事
で
あ
る
。
募
集

に
協
力
す
る
の
か
、
又
、
退
職
に
至
ら
な
い
よ
う

職
場
環
境
に
配
慮
す
る
な
ど
必
要
で
は
な
い
か
。

・
看
護
師
の
配
置
基
準
で
、
夜
間
勤
務
時
間
の
制
限

に
よ
り
福
祉
職
職
員
へ
の
負
担
が
増
し
、
福
祉
職

も
集
ま
ら
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
早
出
、
遅
出
に

お
け
る
取
り
扱
い
な
ど
、
夜
勤
時
間
制
限
の
緩
和

が
必
要
で
あ
る
。

３
．
家
族
会
と
し
て
の
悩
み
、
現
状

高
齢
化
に
よ
る
面
会
率
の
低
下
、
交
通
ア
ク
セ

ス
の
悪
い
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
施
設
の
面
会
率
の

低
さ
、
特
に
若
い
世
代
の
保
護
者
に
対
し
て
、
守

る
会
の
存
在
の
大
切
さ
と
、
運
動
の
必
要
性
へ
の

理
解
を
深
め
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

―７―
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発
行
所

大
阪
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

〒
五
六
五
―
〇
八
五
一

吹
田
市
千
里
山
西
六
―
二
七
―
二

定
価

五
〇
円

（
会
員
の
方
は
会
費
の
中
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
）

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

編
集
・
責
任
者

（

事
務
局

）

〒
五
四
五
―
〇
〇
二
一

大
阪
市
阿
倍
野
区
阪
南
町
五
―
一
五
―
二
八

育
徳
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
六
―
六
六
二
四
―
二
五
五
五

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
六
ー
六
六
二
四
ー
二
五
五
六

運
営
委
員
長

鈴
木

祥
子

郵
便
振
替
口
座

〇
〇
九
三
〇
ー
九
ー
六
九
五
九
八

大
阪
府
重
症
心
身
障
害
児
・
者
を
支
え
る
会

編

集

後

記

政
府
は
九
月
二
十
八
日
、
国
連
本
部
で
障

害
者
権
利
条
約
に
署
名
し
ま
し
た
。

障
害
者
の
多
く
が
、
差
別
的
な
扱
い
を
受

け
た
り
、
生
活
上
の
不
便
を
し
い
ら
れ
た
り

し
て
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。
条
約
は
、
目

的
、
差
別
の
定
義
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

締
結
国
は
、
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
差
別

を
撤
廃
し
、
権
利
を
保
護
す
る
よ
う
、
法
制

度
を
整
備
し
た
り
、
行
政
措
置
を
講
じ
た
り

す
る
よ
う
求
め
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
、
政
府

と
障
害
者
団
体
と
の
協
議
が
始
ま
っ
た
と
い

う
報
道
も
あ
り
、
大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。

障
害
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「支える会」事務局
〒５４５－００２１

大阪市阿倍野区阪南町５－１５－２８

育徳コミュニティーセンター２階

大阪府重症心身障害児・者を支える会

会長 鈴木 祥子

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６

＜郵便振替＞ ００９３０－９－６９５９８

支える会ホームページのご案内

ドメイン名 http://www.sasaeru.or.jp/

メールアドレス osaka@sasaeru.or.jp

◎様々な御意見・御質問や情報をメール

や掲示板にお寄せ下さい。

全国・各地へリンクあり！ 【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

◎年会費 3,600円

本会「支える」発行購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000（１口）

本部「両親の集い」、本会「支える」発行購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円（１口）

（運営資金の協力会員）

本会「支える」発行購読料含む

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします。

大阪府重症心身障害児・者を支える会(全国重症心

身障害児(者)を守る会の大阪支部)への入会につい

てご案内いたします。

「支える会」入会のご案内

『一人ひとりの大切な命を守ろう』

日 時： 平成２０年１月１９日（土） 受付 午前１０時～

開会 午前１０時３０分～閉会 午後４時

場 所： 和歌山県 ビッグ愛 ６０２号・６０３号室

内 容： 午前 「児童福祉法見直しにあたっての児者一貫について」

守る会本部事務局長 宇佐美 岩夫氏

午後 講演 １．「障害児施設の今後について」 １３:００～１４:００

講師 和歌山県 障害福祉課 課長 榎本 芳人氏

講演 ２．「重症心身障害と食事」 １４:１０～１５:００

講師 和歌山県立 南紀療育園 小児科医師 西本 幸弘氏

☆申し込み・問い合わせは、支える会事務局までお願いします(締切り１２月２０日)


